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下水道の整備効果 公共用水域の水質保全

・下水道処理人口普及率：６８．１％（Ｈ１６）→６９．３％（Ｈ１７）
≪普及率は１．２％ＵＰ。≫

下水道処理人口普及率： 「総人口に対する下水道を利用できる人口の割合」

河川の環境基準達成率（BOD）と下水道処理人口普及率の推移

下水道の普及に
よるめざましい
水質改善効果

下水道の普及
に伴い、河川の
水質も向上

（出典：国交省資料、環境省資料）

は、処理場位置
は、環境基準点

大分県

住吉川

（別府湾）

（環境基準点：新川橋）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

49 51 53 55 57 59 61 63 2 4 6 8 10 12 14 16
年　度

環境基準達成率

下水道普及率

達成率（％）
普及率（％）

89.8%(H16)

69.3%(H17)

51.3%(S49)

21%(S49)

（平成７年） （平成１７年）

下水道普及率と住吉川の水質の関係
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上流域でホタルの
飛翔を確認


